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impress.co.jpなどのドメイン名のうちト

ップレベルドメイン（.jpや.comなど）は、ド

メイン名の衝突を防ぐために、インターネ

ット資源を管理するICANNという組織が

一元管理しています。

「レジストリ」とは、ICANNから委任され

てドメイン名（「impress」や「yahoo」などの

部分）の情報データベースやDNSを一元

的に管理維持する機関で、基本的にトップ

レベルドメイン（.jpや.tvなどの国別トップ

レベルドメインや、.infoや.orgなどの分野

別トップレベルドメイン）ごとに1つ存在し

ています。たとえば日本を表す「.jp」ドメイ

ンはJPRS（日本レジストリサービス）が一

元管理しています。.comと.netはベリサイ

ンが一括して管理しています。

対して「レジストラ」は、個人や企業からド

メイン名登録の依頼を受けて、レジストリに

ドメイン名やDNSなどの情報を登録して、

登録した情報の内容を維持する事業者で

す。レジストリが提供するSRS（Shared

Registry System）というシステムによって、

レジストリのドメイン情報データベースにレ

ジストラが情報を直接書き込める場合もあ

ります。各レジストラの認定は、.jpドメイン

に関してはJPRSが、.comなどのgTLDに

対してはICANNが行っています。また、レジ

ストラはレジストリにドメイン名の登録と維

持の費用を支払っています。

ユーザーは複数あるレジストラのいずれ

「レジストリ」と「レジストラ」は何が違うのか

ウェブログって結局何のことなのか
今月のポイント

いまさら聞けない

レジストリはドメイン名を管理する
レジストラはドメイン名登録作業を行う

ドメイン名の話では「レジストラ」と「レジストリ」の2つの名前が出てきますが、

違いがまだはっきりとわかりません。（大阪府　田口さん）

いまだから聞きたい

このコーナーでは読者の皆さんの

インターネットに関する疑問や質

問にお答えします。「？」と感じたこ

とはどのようなことでも構いません

ので、下記のメールアドレスまでご

質問ください。なお、ご質問への

メールでの回答はできませんので

ご了承ください。

○ご質問はこちらまで

im-faq@impress.co.jp

かを選んでドメイン名の登録を申請するこ

とになりますが、登録後に別のレジストラ

に変更することも可能です。また、レンタ

ルサーバーを提供している企業がドメイン

名登録を代行していることがありますが、認

定レジストラ以外はレジストリに直接登録

できないので、サービスの一環としてドメイ

ン名の申請を代行しているケースが多い

ようです。 （ライター・佐治輝幸）

そのドメインを扱えるところならば、
登録後に別のレジストラに乗り換
えることも可能 

レジストリ：データベースやDNSの管理 レジストラ：登録作業 ユーザー：登録依頼 

委任 

委任 

ベリサイン（.com/.netドメイン内の各ドメイン名を管理） 代理店 ユーザーC 
hogehoge.com

ユーザーB 
moge.com、moge.co.jp

ユーザーC 
hogehoge.jp

ICANN（トップレベルドメイン自体を管理） 

JPRS（.jpドメイン内の各ドメイン名を管理） 

.org、.au、.ccなど各トップレベルドメインごとに 
レジストリが存在する 

レジストラA

レジストラB

レジストラC

レジストラD
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「ウェブログ」サイトは、「ログ」という言葉

に表されるように、毎日のように高頻度に

アップデートされているコンテンツを日付ご

とに表現しているウェブサイトを指すことが

多いようです。つまり、ウェブログは表現内

容というよりも表現形式を指していると言

えるでしょう。

「日記サイト」や「ニュースサイト」はそれら

の内容を扱ったサイトを指しますが、ウェブ

ログサイトの内容は千差万別です。日記や

手記のような個人的なことを書いているも

のや、テーマを決めて数人で書いているも

のなどさまざまです。米国で始まったウェブ

ログの形式を踏まえているサイトは「ウェブ

ログ」と呼んでいいでしょう。「日記ウェブロ

グ」も「ニュースウェブログ」もあり得るので

す。日本や米国だけでなくヨーロッパや南

米、中東などでも、すでに多数のユーザー

がウェブログサイトを持っています。

そもそもは手書きのHTMLや簡単な自

作ツールで構築されていたウェブログです

が、1990年代後半から、ウェブログサイト

を構築して運営するための専用ツールが

登場しました。これらのウェブログツールで

は、一般的にコンテンツ管理のための機

能が強化されていて、日記サイトやコミュニ

ティーサイトの構築用ツールに比べて、よ

り幅広いサイトに対応できる汎用性を備え

ているものもあります。コンテンツ管理シ

ステム（CMS）自体は以前からありましたが、

商業サイトで利用される非常に高価なもの

が多く、とても個人が使えるものではあり

ませんでした。しかし、昨今のウェブログツ

ールが持っているCMS機能は個人のウェ

ブサイトには十分な機能を持っています。

個人でも利用できるCMSとしても、ウェブ

ログのツールが注目されています。

「トラックバック」と呼ばれる逆方向リンク

の仕組みもウェブログ的だと言われます。

もともとは単純なテキストをベースにしたサ

イトが中心だったウェブログですが、ウェブ

ログツールの機能がどんどん強化されてお

り、個々の記事に対してのコメントやトラッ

クバックなどは、最近のツールでは広くサポ

ートされています。これらを利用できること

もウェブログツールを使う楽しみの1つに

なりつつあります。しかし、これらの機能は

日記システムや一般のウェブサイトにも採

用されつつあり、たとえば「トラックバックが

あればそれはウェブログ」というわけではあ

りません。

ウェブログツールは標準的なライブラリー

やシステムを利用して作られており、XMLや

ウェブサービスへの対応が進んでいるのも

特徴です。この結果、エンタープライズ分野

でも進んでいなかったウェブサービスを利用

するためのプラットフォームやウェブサイト連

携の仕組みを搭載したサイトが、ウェブログ

の普及とともに急速に広がりつつあり、こ

れらの仕組みを使った新しいサービスやツ

ールの登場も期待されています。実際にウ

ェブログツールに対応したオフラインエディ

ターや、ウェブログツールが自動的に生成

するXMLデータを利用してアグリゲーション

（サイトから情報を収集してユーザーに再配

信する）をするツールやサイトが登場してい

ます。また、これらの動きに刺激され、商業

サイトが同様の仕組みを採用したり、ポー

タルや大手商業サイトがウェブログに目を

向けたりするなど、ビジネス的な動きも活発

になりつつあります。また、新しいサービス

の開発を目指して、ウェブログのための新し

い標準フォーマットやAPIを策定しようとい

う動きも出てきており、目が離せません。

（株式会社ネオテニー・平田大治）

ウェブログって日記サイトとかニュースサイトとどう違うんですか？（栃木県　翡翠さん）

頻繁に更新されるさまざまな内容のサイト
XML技術やウェブサービスの実現で注目

BBS／コミュニティー 
サイト 

情報サイト 

ニュースサイト 
日記サイト 

 

どんな作り方をしてもウェブログは作れるが、
Movable Type、Nucleus、bloggerなどのウェブロ
グツールを使えばサイトを楽に管理でき、さまざまな
機能を使えて便利なため人気が出ている。 

「ウェブログ」はサイトのスタイルなので、内容によっ
て「日記ウェブログ」や「ニュースウェブログ」なども
あり得る。 

ウェブログツール 
・コンテンツ管理システム 
　→サイトの更新や管理が簡単 
・トラックバック／ping 
　→他のサイトとのつながりや更新情報の通知 
・ウェブサービス 
　→他のサイトの機能を利用 
・XML技術 
　→XML-RPCやRSSなどの積極的な利用 

手書きHTMLやその他のツールを使ってウェブログ
サイトを作ることもできる。 

ウェブログサイト 
・頻繁に更新 
・日付ごとに表示 
・内容はさまざま 
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